
は

じ

め

に

　「
持
続
可
能
性
（sustainability

              
）」
は
ま
ち
が
い
な
く
二
一
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
は
、
こ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
軸
に
今
後
の
社
会
と
法
・
法
律
を
見
据
え
た
共
同
研
究
を
行
い
、「
持
続
可
能
社
会
法
学
」
を
提
唱
し
、
そ
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
。

楜
澤
能
生
編 
『
持
続
可
能
社
会
へ
の
転
換
と
法
・
法
律
学
』
成
文
堂 
（
二
〇
一
六
年
）
で
あ
る
。

　
社
会
保
障
法
学
か
ら
は
菊
池
馨
実
教
授
が
論
文
「
社
会
保
障
法
と
持
続
可
能
性
」（
一
九
九
～
二
一
九
頁
）
を
掲
載
し
て
い
る
。
教
授
は
同

論
文
に
お
い
て
、
二
一
世
紀
の
社
会
保
障
制
度
の
あ
る
べ
き
将
来
像
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
提
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
枚
数
制
限
の
故
に
、

そ
の
詳
細
を
展
開
し
て
は
い
な
い
が
、
教
授
の
社
会
保
障
法
制
の
全
体
像
は
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
本
稿
で
は
こ
の
菊
池
論
文
を
契
機
に
、〈
社
会
保
障
と
持
続
可
能
性
〉
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

　
な
お
菊
池
教
授
の
関
連
論
稿
と
し
て
は
、
菊
池
馨
実
「
社
会
保
障
と
持
続
可
能
性
」
週
刊
・
社
会
保
障
二
八
〇
七
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
八
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頁
以
下
、
所
収
が
あ
る
。

　
広
島
修
道
大
学
法
学
部
に
お
い
て
国
際
法
の
研
究
と
教
育
に
な
が
く
心
血
を
注
い
で
来
ら
れ
た
城
忠
彰
教
授
は
二
〇
一
八
年
三
月
末
に
定
年

に
よ
り
退
職
さ
れ
る
。
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
城
先
生
の
よ
う
な
「
教
養
人
」
の
謦
咳
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
私
の
誇
り
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
先
生
の
今
後
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
拙
い
も
の
で
あ
る
が
本
稿
を
も
っ
て
お
祝
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一

菊
池
馨
実
「
社
会
保
障
法
と
持
続
可
能
性
」
の
概
要

　
論
文
は
、「
Ⅰ
　
は
じ
め
に
」、「
Ⅱ
　
社
会
保
障
の
法
理
念
と
自
立
支
援
」、「
Ⅲ
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」、「
Ⅳ
　
現
役
世
代
の
社
会
保
障
」

「
Ⅴ
　
病
気
・
障
害
と
社
会
保
障
」、「
Ⅵ
　
高
齢
者
と
社
会
保
障
」、「
Ⅶ
　
社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
」、「
Ⅷ
　
む
す
び
に
か
え
て
」
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　「
Ⅰ
　
は
じ
め
に
」
で
は
近
時
の
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
近
年
、
社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
に
対
す
る
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
持
続
可
能
性
に
対
す
る
危
機
は
、
通
常
は
財
政
面
で
語
ら
れ
る
が
、

深
刻
な
の
は
、
社
会
保
障
制
度
を
積
極
的
に
支
え
て
い
こ
う
と
す
る
市
民
意
識
が
脆
弱
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
一

つ
に
は
「
社
会
保
障
制
度
を
根
底
か
ら
支
え
る
理
念
（
基
本
的
な
思
想
）
が
明
確
で
な
く
、
場
当
た
り
的
な
制
度
改
正
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
で
き
る
」（
一
九
九
頁
）。
す
な
わ
ち
「
日
本
の
社
会
保
障
制
度
に
個
別
的
に
も
全
体
的
に
も
通
底
す
る
ド
グ
マ
テ
ィ
ー
ク
が
な
く
、

そ
の
場
凌
ぎ
の
改
正
が
繰
り
返
さ
れ
、
極
め
て
複
雑
な
制
度
体
系
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
」（
二
〇
〇
頁
）。
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も
う
ひ
と
つ
の
背
景
と
し
て
は
、
社
会
保
障
制
度
を
め
ぐ
る
世
代
間
の
不
公
平
と
、
世
代
内
の
不
公
正
と
い
う
二
つ
の
不
公
平
感
が
、
国
民

の
あ
い
だ
に
見
え
な
い
障
壁
を
つ
く
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　
本
論
文
は
「
社
会
保
障
法
学
の
視
点
か
ら
、
社
会
保
障
制
度
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
た
上
で
、
持
続
可
能
性
へ
の
危
惧
が
持
た
れ
て
い
る

社
会
保
障
の
あ
る
べ
き
将
来
像
を
描
き
出
す
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
」（
二
〇
〇
頁
）。

　「
Ⅱ
　
社
会
保
障
の
法
理
念
と
自
立
支
援
」
で
は
、「
自
律
支
援
と
自
立
支
援
」
の
意
味
、「
社
会
保
障
の
規
範
的
根
拠
」
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
社
会
保
障
の
目
的
は
国
民
の
生
活
保
障
に
あ
る
が
、「
よ
り
根
源
的
な
社
会
保
障
の
目
的
と
し
て
、
個
人
の
「
自
律
」
の
支
援
と
「
自
立
」

の
支
援
が
あ
げ
ら
る
。
こ
こ
に
い
う
自
立
と
は
、
個
人
が
主
体
的
か
つ
自
由
に
自
ら
の
生
き
方
を
追
究
で
き
る
こ
と
を
い
い
、「
自
立
支
援
」

と
は
、
人
々
が
非
「
自
立
」
状
態
に
あ
る
場
合
に
、
様
々
な
施
策
を
通
じ
て
「
自
立
」
し
た
状
態
に
至
る
よ
う
公
的
・
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
自
立
」
支
援
を
通
じ
て
「
自
律
」
的
な
生
が
達
成
さ
れ
得
る
」（
二
〇
一
頁
）。

　
社
会
保
障
の
規
範
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
は
今
日
で
も
失
わ
れ
て
は
い
な
い
が
、
生
存
権
論
は
し
ば
し
ば
、
金
銭
や
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
物
質
的
な
意
味
で
の
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
が
確
保
さ
れ
れ
ば
足
る
と
い
う
理
解
に
と
ど
ま

る
。（
経
済
的
）
貧
困
に
と
ど
ま
ら
な
い
社
会
的
排
除
（socialexclusion

                
）
の
側
面
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
社
会
的
包
摂
（socialinclusion

                
）

の
重
要
性
に
目
が
向
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
物
質
的
ニ
ー
ズ
の
確
保
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
よ
り
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
す
な
わ
ち
様
々
な
個

別
的
支
援
を
通
じ
て
の
社
会
へ
の
包
摂
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
従
来
生
存
権
理
念
の
下
で
想
定
さ
れ
て
き
た
国
家
と
個
人
（
市
民
）
の
関
係
は
、
と
も
す
れ
ば
後
者
が
前
者
に
よ
っ
て
パ
タ
ー
ナ
リ
ス

─　　─
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テ
ィ
ッ
ク
に
保
護
さ
れ
る
「
客
体
」
と
し
て
の
捉
え
方
で
あ
っ
た
。
典
型
的
に
は
、
貧
困
者
・
生
活
困
窮
者
、
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
の
「
社

会
的
弱
者
」
が
こ
う
し
た
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
的
に
は
、
こ
う
し
た
人
々
も
含
め
、
社
会
保
障
制

度
に
お
け
る
個
人
（
市
民
）
を
、
拠
出
（
負
担
）
義
務
を
負
い
給
付
を
受
け
得
る
積
極
的
能
動
的
な
権
利
義
務
の
「
主
体
」
と
し
て
捉
え
る
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
国
家
に
よ
る
保
護
の
側
面
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、
個
人
を
中
心
に
据
え
、
そ
の
自
立
（
自
律
）
支
援
の
た
め
の

社
会
保
障
（
す
な
わ
ち
国
家
な
ど
の
公
的
主
体
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
）
と
い
う
捉
え
方
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
考
え
で
社
会
保
障
法
と
は
「
自
律
し
た
個
人
の
主
体
的
な
生
の
追
求
に
よ
る
人
格
的
利
益
の
実
現
（
そ
れ
は
「
自
己
決
定
」
の
尊
重
と

い
う
考
え
方
と
重
な
り
あ
う
）
を
可
能
に
す
る
条
件
整
備
の
た
め
の
法
」（
二
〇
三
頁
）
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
規
範
的
根
拠
は
、
個

人
の
尊
厳
、
幸
福
追
求
権
を
定
め
る
憲
法
一
三
条
に
求
め
ら
れ
る
。

　「
こ
う
し
た
捉
え
方
は
、
第
１
に
、
結
果
的
に
生
活
が
維
持
で
き
て
い
る
と
い
う
「
帰
結
」
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
各
人
に
よ
る
（
こ

う
あ
り
た
い
、
こ
う
生
き
た
い
と
い
う
）
自
主
自
律
的
な
生
の
構
築
、
そ
し
て
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
の
生
き
方
の
幅
の
確
保
と
い
う
、「
プ

ロ
セ
ス
」
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
２
に
、
あ
る
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
で
は
な
く
、
自
主
自
律
的
な
生
の
追
求
が
で
き
る
こ
と
そ
れ

自
体
に
価
値
を
見
い
だ
す
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
格
的
利
益
の
実
現
を
図
る
た
め
、
憲
法
　
条
が
規
定
す
る
よ
う
に
、
国
家
は
社
会
保
障

２５

制
度
を
整
備
し
、
一
定
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
確
保
す
る
責
任
を
負
う
一
方
で
、
そ
れ
に
対
応
す
る
形
で
、
国
民
は
一
定
の
限
度
で
財
産

権
へ
の
制
約
（
憲
法
　
条
２
項
）
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
二
〇
三
頁
）。

２９

　
な
お
「
根
源
的
に
は
、
憲
法
一
三
条
に
基
づ
く
個
人
の
自
立
（
自
律
）
に
根
拠
を
求
め
る
と
し
て
も
、
制
度
の
根
幹
で
あ
る
給
付
に
関
わ
る

場
面
で
は
や
は
り
憲
法
二
五
条
を
直
接
的
な
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
社
会
保
障
法
を
、「
憲
法
　
条
を
直
接
的
な
根
拠
と
し
、
国

２５
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民
等
に
よ
る
主
体
的
な
生
の
追
求
を
可
能
に
す
る
た
め
の
前
提
条
件
の
整
備
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
負
担
等
を
規
律
す
る
法
」（
二
〇
四
頁
）

と
定
義
づ
け
る
。

　「
Ⅲ
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
で
は
、
主
に
「
子
育
て
支
援
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
社
会
保
障
制
度
を
通
じ
て
自
立
（
自
律
）
支
援
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
単
に
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
養
育
さ

れ
る
子
ど
も
自
身
の
発
達
そ
れ
自
体
を
保
障
し
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
将
来
的
に
、
社
会
で
自
律
し
、
自
立
し
た
生
活
を
営

ん
で
い
く
た
め
の
準
備
段
階
と
し
て
、
で
き
る
限
り
実
質
的
に
平
等
な
機
会
を
保
障
す
る
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
子
育
て
支
援
・
児
童
育
成

策
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
社
会
保
障
の
主
た
る
財
政
的
担
い
手
で
あ
り
、
か
つ
将
来
の
担
い
手
を
育
成
す
る
現
役
世
代
に
対
す
る
社
会
的
支
援
の
充
実
は
、
自
立
の
観

点
の
み
な
ら
ず
世
代
間
公
平
の
観
点
か
ら
み
て
も
重
要
で
あ
る
。
同
時
に
、
世
代
内
公
平
の
観
点
か
ら
も
、
生
産
活
動
に
従
事
し
財
政
の
担
い

手
と
な
る
世
帯
（
納
税
者
世
帯
）
へ
の
支
援
と
、
将
来
を
担
う
世
代
を
育
成
す
る
世
帯
へ
の
支
援
と
い
う
二
つ
の
意
味
で
、
子
育
て
支
援
策
の

充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

　
な
お
人
口
増
加
の
た
め
の
出
産
奨
励
策
に
は
同
意
し
が
た
い
。
あ
く
ま
で
出
産
・
育
児
を
妨
げ
る
要
因
を
除
去
し
、
子
育
て
し
や
す
い
社
会

の
整
備
を
目
指
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
出
産
・
育
児
と
い
う
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
生
き
方
の
選

択
の
幅
が
狭
ま
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　「
Ⅳ
　
現
役
世
代
の
社
会
保
障
」
で
は
、「
現
役
世
代
へ
の
対
応
」
と
「
低
賃
金
労
働
者
・
失
業
者
の
自
立
支
援
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。
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社
会
保
障
の
中
心
は
社
会
保
険
制
度
で
あ
る
。
稼
得
年
代
の
現
役
世
代
と
の
関
係
で
は
、
社
会
保
障
に
よ
る
自
立
（
自
律
）
支
援
は
、
社
会

保
険
に
よ
る
予
防
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
い
う
形
で
機
能
す
る
。
問
題
は
、
こ
う
し
た
社
会
保
険
が
現
実
的
に
高
齢
者
へ
の
ほ
ぼ
一
方
的
な

支
援
と
な
っ
て
い
る
点
を
ど
こ
ま
で
許
容
で
き
る
か
で
あ
る
。

　
高
齢
者
医
療
制
度
の
例
の
よ
う
に
、「
現
役
世
代
か
ら
高
齢
者
世
代
へ
の
一
方
的
な
拠
出
の
仕
組
み
を
高
齢
者
の
側
か
ら
み
た
場
合
、
高
齢

者
全
体
を
一
律
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
「
客
体
」（
社
会
的
弱
者
）
と
し
て
捉
え
る
見
方
に
つ
な
が
る
。
こ
う
し
た
見
方
は
、
高
齢
者
で
あ
っ
て

も
基
本
的
に
は
自
立
（
自
律
）
に
向
か
う
べ
き
「
主
体
」
で
あ
る
と
い
う
本
来
的
性
格
を
軽
視
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。（
二
〇
六
～

七
頁
）。

　
世
代
内
公
平
の
視
点
か
ら
、
現
役
被
用
者
の
中
で
も
と
く
に
中
・
高
所
得
者
層
が
、
常
に
負
担
増
・
給
付
減
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
続
け
る

こ
と
で
、
ほ
ぼ
も
っ
ぱ
ら
拠
出
者
と
し
て
の
立
場
に
お
か
れ
る
点
を
ど
こ
ま
許
容
で
き
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
潜
在
的
な
受
益
可
能
性
」
と
い
っ
た
議
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
可
視
的
な
」
普
遍
的
家
族
手
当
や
育
児
支
援

給
付
、
保
険
料
納
入
意
欲
を
削
が
な
い
歯
止
め
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
保
障
に
お
け
る
負
担
の
あ
り
方
と
し
て
の
規
範
的
限
界
づ
け
を

意
識
し
た
制
度
構
築
が
必
要
で
あ
る
（
二
〇
七
頁
）。

　
将
来
的
に
も
正
規
・
非
正
規
と
い
う
雇
用
の
二
極
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
雇
用
の
二
極
化
を
前
提
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
た
場
合
、
可
能
な

範
囲
で
雇
用
労
働
を
軸
と
し
な
が
ら
も
、
社
会
保
障
制
度
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
全
体
と
し
て
生
活
保
障
を
図
る
と
の
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。

　
求
職
者
支
援
法
（
二
〇
一
一
年
）、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
（
二
〇
一
四
年
）
と
い
っ
た
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
策
は
長
期
失
業
者

を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
雇
用
労
働
に
就
く
前
提
と
し
て
相
当
程
度
の
個
別
的
・
福
祉
的
支
援
が
必
要
で
、
雇
用
に
結
び
つ
か
な
い
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場
合
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
自
立
支
援
は
必
要
で
、
そ
れ
は
「
生
き
方
の
選
択
の
幅
の
平
等
」
と
い
う
規
範
的
な
要
請
だ
け
で
な
く
、
世
代
内
に

お
い
て
、
支
え
る
側
と
支
え
ら
れ
る
側
に
分
断
化
さ
れ
た
構
造
を
放
置
す
る
こ
と
に
よ
る
、
さ
ら
な
る
社
会
分
断
を
回
避
す
る
必
要
性
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
社
会
に
参
加
し
、
支
え
る
側
に
回
る
こ
と
で
、
社
会
の
安
定
性
が
保
た
れ
、
社
会
保
障
を
基
礎
づ
け
る
相
互
支
え
合
い
の
基
礎

が
再
構
築
さ
れ
得
る
。
そ
し
て
そ
う
し
た
支
援
を
通
じ
て
の
各
個
人
に
よ
る
主
体
的
な
取
り
組
み
と
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
確
保
に
向
け
た

営
み
が
、
各
人
の
自
立
的
生
に
と
っ
て
望
ま
し
く
、
ま
た
生
き
が
い
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　「
Ⅴ
　
病
気
・
障
害
と
社
会
保
障
」
で
は
、「
医
療
と
平
等
」
と
「
障
害
者
へ
の
施
策
」
が
論
じ
ら
れ
る
。

　
医
療
保
障
の
考
え
方
の
下
で
は
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
そ
の
も
の
の
保
障
が
独
立
し
て
図
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
基
本
的
に
は
支
払
能
力
の
有
無

を
問
わ
ず
、
医
療
ニ
ー
ズ
を
平
等
に
保
障
す
る
こ
と
が
、「
生
き
方
の
選
択
の
幅
の
平
等
」
の
確
保
を
目
的
と
す
る
社
会
保
障
法
の
理
念
の
下

で
は
、
前
提
条
件
と
し
て
求
め
ら
れ
る
。
生
命
・
身
体
が
被
保
全
利
益
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
平
等
の
契
機
が
強
く
求
め
ら
れ
る
領
域
で

あ
る
。
医
療
分
野
の
特
殊
性
か
ら
す
れ
ば
、
平
等
の
契
機
を
重
視
し
、
す
べ
て
の
国
民
に
、
基
本
的
に
同
じ
水
準
（
オ
プ
テ
ィ
マ
ム
水
準
）
の

保
健
医
療
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
二
〇
九
頁
）。

　
長
期
療
養
に
つ
い
て
は
、
医
療
的
支
援
の
他
に
、
自
立
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
（
＝
社
会
生
活
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
）
も
必
要
で
あ
る
。

　
障
害
者
へ
の
施
策
に
関
し
て
は
、
自
立
支
援
の
重
視
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
最
低
限
の
生
活
（
衣
食
住
）
が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
よ
い
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
各
人
に
よ
る
自
主
的
自
律
的
な
生
の
追
求
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
各
段
階
に
お
け
る
「
生

き
方
の
選
択
の
幅
の
平
等
」
な
い
し
「
実
質
的
機
会
の
平
等
」
の
価
値
が
尊
重
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
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障
害
が
あ
っ
て
も
、
必
要
な
福
祉
的
支
援
を
得
な
が
ら
就
労
自
立
を
果
た
し
得
る
。
た
と
え
稼
得
賃
金
が
十
分
で
な
く
社
会
保
障
給
付
を
併

せ
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
て
も
、
社
会
に
参
加
し
支
え
る
側
に
回
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
的
の
み
な
ら
ず
、
障
害
者
自
身
の
自
立
的
生
の
構
築

に
つ
な
が
る
。
ま
た
稼
得
能
力
が
な
く
と
も
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
受
給
し
人
格
的
に
自
立
し
た
生
を
営
む
こ
と
が
、
今
日
の
日
本
社
会
に
あ
っ

て
、
す
べ
て
の
人
び
と
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
議
論
へ
の
社
会
的
合
意
が
得
ら
れ
る
に
は
、
障
害
者
へ
の
所
得
保
障
給
付
や
社
会
サ
ー
ビ
ス
給
付
が
、
単
に
「
権
利
」
で
あ
る
と

の
主
張
に
と
ど
ま
ら
ず
、
要
保
障
事
故
と
し
て
の
障
害
リ
ス
ク
を
社
会
全
体
で
共
有
化
す
る
た
め
の
制
度
枠
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
介
護
ニ
ー
ズ
と
の
共
通
性
に
鑑
み
て
、
介
護
保
険
と
の
部
分
的
統
合
を
考
え
る
方
向
性
が
望
ま
し
い
（
二
一
〇
頁
）。

　「
Ⅵ
　
高
齢
者
と
社
会
保
障
」
で
は
、「
高
齢
者
弱
者
論
の
克
服
」
と
「
高
齢
期
の
社
会
保
障
」
と
し
て
年
金
、
医
療
、
介
護
分
野
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
る
。

　
社
会
保
障
の
創
成
期
に
あ
っ
て
、
高
齢
者
は
弱
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
七
〇
年
代
初
頭
に
至
る
ま
で
、
公
的
年
金
が
未
成
熟
で
あ
り
、

医
療
費
負
担
に
も
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
公
的
年
金
は
相
当
程
度
成
熟
し
、
実
質
賦
課
方
式
化
し
て
い
る
現
在
、
高
齢
者
弱
者
論
は
克

服
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
い
っ
ぽ
う
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や
介
護
保
険
の
負
担
に
つ
い
て
、
加
重
的
に
負
担
を
迫
ら
れ
て
い
る
現
役
世
代
に
も
、
か
な
ら
ず
し
も

十
分
な
余
裕
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、
世
代
間
公
平
が
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
医
療
技
術
や
社
会
経
済
の
発
展
と
と
も
に
健
康
寿

命
が
延
び
、
と
く
に
前
期
高
齢
者
の
中
に
は
健
康
な
者
（
元
気
高
齢
者
）
も
多
数
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
は
、「
高
齢
者
を
一
律
に
弱
者
と
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
担
い
手
・
支
え
手
と
し
て
の
側
面
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に
高
齢
者
へ
の
負
担
・
負
荷
と
捉
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え
る
べ
き
で
は
な
く
、
多
く
の
高
齢
者
自
身
の
自
立
（
自
律
）
の
支
援
、
主
体
性
の
発
揮
を
通
じ
て
自
立
的
生
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
」（
二

一
一
頁
）。

　
社
会
の
担
い
手
・
支
え
手
と
し
て
の
高
齢
者
は
、
雇
用
の
面
で
は
受
給
主
体
で
は
な
く
拠
出
主
体
、
地
域
ケ
ア
の
担
い
手
と
し
て
制
度
を
支

え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
二
〇
一
四
年
医
療
介
護
総
合
確
保
法
は
評
価
で
き
る
。「
こ
う
し
た
元
気
高
齢
者
の
か
か
わ
り
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
は
、
何
よ
り
も
高
齢
者
自
身
の
生
き
が
い
と
自
立
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
社
会
保
障
（
地
域
包
括
ケ
ア
）
の
基
盤

と
な
る
支
え
合
い
の
基
盤
を
再
構
築
す
る
こ
と
に
も
結
び
つ
く
」（
二
一
一
頁
）。

　
高
齢
期
の
社
会
保
障
に
関
し
て
は
、
高
齢
期
の
生
活
保
障
は
稼
得
能
力
が
有
る
限
り
に
お
い
て
、
雇
用
と
年
金
の
組
み
合
わ
せ
で
所
得
保
障

が
図
ら
れ
れ
ば
よ
い
。「
他
方
、
公
的
年
金
制
度
の
将
来
像
と
し
て
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
本
格
発
動
な
ど
に
よ
る
給
付
水
準
の
低
下
が

避
け
ら
れ
な
い
。
将
来
的
に
、
企
業
年
金
な
ど
私
的
所
得
保
障
制
度
の
役
割
に
期
待
さ
れ
る
場
面
が
増
大
す
る
。
こ
の
点
で
、
中
小
企
業
被
用

者
や
自
営
業
者
等
も
含
め
た
普
遍
的
な
私
的
年
金
制
度
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
低
年
金
者
へ
の
制
度
的
対
応
が
必
要
と
な
る
。
公
的

年
金
制
度
内
で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
、
社
会
手
当
・
公
的
扶
助
を
含
む
社
会
保
障
制
度
全
体
で
の
対
応
が
必
要
に
な
る
」（
二
一
二
頁
）。

　
年
金
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
は
、
世
代
間
の
不
公
平
を
助
長
す
る
側
面
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
長
期
的
に
み
れ
ば
、

早
期
に
議
論
を
開
始
す
る
こ
と
で
、
公
的
年
金
に
対
す
る
信
頼
（
支
え
合
い
の
社
会
的
基
盤
）
を
毀
損
せ
ず
に
済
む
。

　
介
護
分
野
で
は
、
高
齢
者
の
生
活
全
体
を
地
域
で
支
え
る
と
い
う
視
点
が
重
要
で
あ
る
。
介
護
保
険
に
よ
り
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
は
個
別
化
さ

れ
、
国
が
枠
を
は
め
た
保
険
給
付
（
に
よ
る
支
援
）
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
将
来
的
に
は
、
生
活
支
援
も
含
め
て
全
て
を
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
に
よ
り
、
ま
か
な
っ
て
い
く
の
は
無
理
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
自
治
体
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
委
ね
、
地
域
社
会
で
支
え
る
と
い
う
方
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向
性
を
持
つ
二
〇
一
四
年
の
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
改
正
は
基
本
的
に
支
持
で
き
る
（
二
一
二
頁
）。

　
医
療
分
野
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
現
役
世
代
か
ら
の
一
方
的
な
財
政
支
援
を
ど
う
評
価
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。「
結
論
的

に
い
え
ば
、
世
代
間
不
公
平
が
顕
在
化
す
る
現
在
の
別
建
て
の
仕
組
み
は
望
ま
し
く
な
く
、
現
役
世
代
の
と
き
に
所
属
し
て
い
た
保
険
者
に
そ

の
ま
ま
所
属
す
る
（
突
き
抜
け
方
式
）
か
、
理
想
的
に
は
都
道
府
県
単
位
で
の
保
険
者
の
一
本
化
の
方
向
性
が
望
ま
し
い
」（
二
一
二
～
三
頁
）。

　「
Ⅶ
　
社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
」
で
は
、「
社
会
保
障
の
変
容
」
と
「
社
会
保
障
へ
の
不
信
感
と
不
公
平
感
」
が
分
析
さ
れ
る
。

　
べ
バ
リ
ッ
ジ
報
告
以
来
、
伝
統
的
に
社
会
保
障
は
、
所
得
保
障
な
い
し
経
済
保
障
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
そ
こ
で
対
処
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た

の
は
、
物
質
的
・
経
済
的
意
味
で
の
貧
困
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
近
年
、「
社
会
の
大
多
数
の
人
々
が
享
受
し
て
い
る
よ
う
な
機
会
を
持
ち
得
な
い
」
と
い
っ
た
意
味
で
の
、
個
人
の
生
活
全
体
に
影

響
し
得
る
よ
う
な
「
境
遇
」
に
関
わ
る
概
念
と
し
て
、「
社
会
的
排
除
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
そ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
目
指

す
べ
き
方
向
性
と
し
て
「
社
会
的
包
摂
」
が
図
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　「
社
会
的
包
摂
」
に
は
「
稼
得
能
力
の
存
在
を
前
提
と
し
て
、
労
働
を
通
じ
て
こ
そ
自
己
実
現
が
図
ら
れ
る
と
同
時
に
生
計
の
糧
を
得
る
こ

と
も
で
き
る
と
の
観
点
か
ら
、
雇
用
へ
の
接
続
を
図
る
た
め
の
様
々
な
施
策
を
講
じ
る
と
の
次
元
」
と
「
十
全
な
稼
得
能
力
を
前
提
と
し
た
雇

用
労
働
に
就
か
な
く
て
も
、
中
間
的
就
労
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
も
含
め
た
何
ら
か
の
社
会
的
諸
活
動
に
携
わ
る
こ
と
を
通
じ
て
の
自
己

実
現
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
確
保
が
図
ら
れ
る
と
い
う
次
元
」
と
い
う
二
つ
の
次
元
が
存
在
す
る
。

　「
社
会
的
包
摂
」
の
必
要
性
か
ら
見
れ
ば
、
社
会
保
障
と
し
て
金
銭
給
付
（
所
得
保
障
）
が
行
わ
れ
、
生
存
の
た
め
の
最
低
限
の
衣
食
が
確
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保
さ
れ
る
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
。
社
会
保
障
の
内
容
と
し
て
、
福
祉
的
な
支
援
（
サ
ー
ビ
ス
給
付
）
が
不
可
欠
な
要
素
と
な
る
。
こ
れ
ら
の

所
得
保
障
と
福
祉
的
支
援
は
有
機
的
関
連
付
け
ら
れ
、
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
個
別
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
国
で

は
な
く
、
身
近
な
基
礎
自
治
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
給
付
主
体
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
憲
法
二
五
条
で
国
家
に
保
障
義
務
が
あ

る
と
は
い
え
、
一
定
程
度
自
治
体
ご
と
の
力
量
の
差
が
出
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
上
で
、
そ
の
是
正
措
置
と
し
て
の
居
住
・
移
転
の
自
由

（
憲
法
二
二
条
一
項
）
と
、
選
挙
権
（
憲
法
一
五
条
）
の
十
全
な
行
使
を
踏
ま
え
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
あ
り
方
を
論
じ
る
必
要
が
あ

る
（
二
一
四
頁
）。

　
個
々
人
の
ニ
ー
ド
に
合
わ
せ
た
個
別
的
福
祉
的
支
援
と
い
う
方
向
性
は
、
単
に
貧
困
者
や
生
活
困
窮
者
の
み
な
ら
ず
、
虐
待
、
ニ
ー
ト
、
福

祉
対
象
者
、
矯
正
施
設
出
所
者
な
ど
も
そ
の
対
象
と
な
る
。
き
め
細
か
な
「
社
会
と
の
つ
な
が
り
支
援
」
と
い
う
視
点
は
、
一
定
の
人
的
・
経

済
的
コ
ス
ト
を
か
け
て
も
、
福
祉
国
家
の
現
代
的
な
到
達
点
と
し
て
、
今
後
、
さ
ら
に
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
社
会
保
障
の
新
た
な
展
開
の
い
っ
ぽ
う
で
、
社
会
保
障
の
不
信
感
と
不
公
平
感
が
存
在
す
る
。「
社
会
保
障
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の

社
会
的
な
基
盤
（
社
会
保
障
の
前
提
と
な
る
べ
き
連
帯
意
識
［
支
え
合
い
の
意
識
］）
が
脆
弱
化
し
つ
つ
あ
る
背
景
に
は
、
社
会
保
障
制
度
に

対
す
る
人
々
の
不
信
感
が
潜
在
的
に
あ
る
。

　
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
不
信
感
は
、
超
少
子
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
財
政
的
に
将
来
給
付
水
準
が
維
持
で
き
る
の
か
と
い

う
不
安
で
あ
る
。
さ
ら
に
社
会
保
障
制
度
の
将
来
に
つ
い
て
の
思
想
や
理
念
が
明
確
で
な
く
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
少
し
ず
つ
負
担
を
引
き
上
げ
、

給
付
を
引
き
下
げ
る
改
正
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
印
象
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
原
因
で
あ
る
（
二
一
四
頁
）。

　
他
の
背
景
と
し
て
は
、
社
会
保
障
制
度
を
め
ぐ
る
不
公
平
感
（
世
代
間
の
不
公
平
と
、
世
代
内
の
不
公
正
）
が
、
国
民
の
間
に
見
え
な
い
壁

─　　─

社
会
保
障
とSustainability

 
             
（
山
田
）

（
　
　
　
）

─　　─63

六
五
〇

四
三
六



を
つ
く
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
世
代
間
の
不
公
平
は
、
わ
が
国
の
社
会
保
障
が
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
、
高
齢
者
向
け
の
給
付
が
社
会
保
障
給
付
全
体
の
七
割
を
占
め
、

「
高
齢
者
中
心
」
型
に
な
っ
て
い
る
点
に
も
現
れ
る
。
人
口
の
高
齢
化
及
び
長
寿
化
が
進
展
す
る
一
方
、
少
子
化
が
加
速
し
、
世
代
間
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
に
し
た
が
っ
て
、
世
代
間
の
不
公
平
の
是
正
（
公
平
性
の
確
保
）
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
社
会
保
障
の
給
付
財
源
の
負
担
を
、
現
役
世
代
や
将
来
世
代
に
過
度
に
付
け
回
す
の
は
、
世
代
間
の
公
平
を
著
し
く
毀
損
す
る
こ
と
に
な
り

か
ね
ず
、
早
急
な
対
応
策
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
支
え
る
側
と
し
て
の
現
役
世
代
と
、
支
え
ら
れ
る
側
と
し
て
の
高
齢
者
世
代
と

い
っ
た
二
分
法
的
思
考
で
は
な
く
、
誰
も
が
支
え
る
側
に
も
受
け
取
る
側
に
も
な
り
得
る
と
い
う
前
提
で
の
制
度
設
計
や
、
誰
も
が
痛
み
を
分

か
ち
合
う
納
得
性
の
高
い
制
度
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
社
会
保
障
制
度
を
財
政
的
に
支
え
る
世
代
に
対
し
、
普
遍
的
家
族
手

当
や
育
児
支
援
給
付
な
ど
の
可
視
的
な
（
顕
在
的
な
）
形
で
の
支
援
の
仕
組
み
や
、
保
険
料
納
付
意
欲
を
過
度
に
削
が
な
い
た
め
の
歯
止
め
を

設
け
る
必
要
が
あ
る
（
二
一
五
頁
）。

　
他
方
で
、
い
わ
ゆ
る
高
齢
者
弱
者
論
は
克
服
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、「
も
は
や
高
齢
者
を
一
律
に
弱
者
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
世
代
間

公
平
の
観
点
か
ら
、
社
会
の
担
い
手
・
支
え
て
と
し
て
の
側
面
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
」（
二
一
六
頁
）。

　
世
代
内
の
不
公
平
は
、
二
側
面
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
「
子
ど
も
の
貧
困
」、
雇
用
の
二
極
化
、
無
年
金
な
ど
高
齢
者
の
世
代
内
の
所
得
格
差

な
ど
「
社
会
経
済
的
弱
者
の
側
か
ら
の
不
公
平
感
」（
二
一
六
頁
）
で
あ
る
。「
大
き
な
所
得
格
差
や
、
機
会
の
不
平
等
の
背
景
に
は
、
個
人
の

努
力
に
よ
っ
て
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
社
会
構
造
的
な
要
因
も
否
定
で
き
ず
、「
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
の
下
で
は
誰
も
が
そ
う
し
た
状
況
に

な
り
得
た
の
だ
と
考
え
れ
ば
、
自
己
責
任
論
で
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
い
ま
ひ
と
つ
は
、
一
定
以
上
の
所
得
の
納
税
者
の
潜
在
的
な
不
公
平
感
で
あ
る
。
医
療
保
険
・
介
護
保
険
の
総
報
酬
割
や
高
額
所
得
者
の
基
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礎
年
金
国
庫
負
担
分
削
減
の
議
論
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
ら
を
負
担
増
・
給
付
減
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
続
け
る
こ
と
で
、
ほ
ぼ
も
っ
ぱ
ら
拠

出
者
（
負
担
者
）
と
し
て
の
立
場
に
お
か
れ
る
こ
と
を
ど
こ
ま
で
許
容
で
き
る
か
、
そ
の
限
界
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
し
、「
分
断
」
さ
れ
た
同
世
代
を
架
橋
す
る
よ
う
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
お
互
い
に

配
慮
し
合
う
社
会
保
障
の
社
会
的
基
盤
の
再
構
築
が
展
望
さ
れ
得
る
（
二
一
六
頁
）。

　「
社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
は
、
主
と
し
て
財
政
面
か
ら
捉
え
ら
れ
て
き
た
（
二
〇
一
二
年
社
会
保
障
制
度
改
革
促
進
法
一
条
な
ど
）。
同
様

に
重
要
な
側
面
は
、「
社
会
保
障
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
社
会
的
な
基
盤
（
い
わ
ば
社
会
保
障
の
前
提
と
な
る
べ
き
連
帯
意
識
［
支
え

合
い
の
意
識
］）
が
脆
弱
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
市
民
意
識
の
側
面
で
あ
る
」（
二
一
七
頁
）。

　
社
会
保
障
の
基
盤
と
な
る
の
は
、
家
族
・
企
業
・
地
域
で
あ
る
が
、
家
族
に
関
し
て
は
、
家
族
形
態
の
多
様
化
と
い
う
傾
向
の
中
で
、
そ
の

扶
養
機
能
に
期
待
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
企
業
に
つ
い
て
も
、
生
活
保
障
機
能
は
揺
ら
ぎ
を
見
せ
て
お
り
、
今
後
も

多
く
を
期
待
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
社
会
保
障
の
基
盤
と
な
る
地
域
も
脆
弱
化
し
て
は
い
る
が
、「
地
域
に
関
し
て
は
再
構
築
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
日
本
の
社
会
保
障
を
、

超
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
社
会
の
下
で
な
お
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
一
助
と
な
し
得
る
。」（
二
一
八
頁
）。
そ
れ
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
念
頭
に
お
い
た
介
護
保
険
地
域
支
援
事
業
の
充
実
で
あ
る
。

　「
Ⅷ
　
む
す
び
に
か
え
て
」
で
は
自
立
支
援
を
基
調
と
す
た
社
会
保
障
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
子
ど
も
、
貧
困
・
生
活
困
窮
者
、
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
「
様
々
な
境
遇
に
お
か
れ
た
人
び
と
に
と
っ
て
、
自
立
の
意
味
合
い
は
異
な
る
。
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あ
る
者
に
と
っ
て
は
、
就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立
で
あ
り
、
ま
た
あ
る
者
に
と
っ
て
は
、
他
者
と
の
関
係
の
中
で
自
分
の
存
在
を
確
認
す
る
こ

と
を
通
じ
て
の
主
体
的
生
の
回
復
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
多
層
的
な
自
立
支
援
の
あ
り
方
に
思
い
を
致
し
、
社
会

保
障
制
度
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　「
自
立
し
自
律
に
至
る
の
が
本
人
の
主
体
的
な
生
き
方
の
確
保
に
か
か
わ
る
が
ゆ
え
に
自
立
（
自
律
）
支
援
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
そ
う
し

た
生
き
方
を
追
求
す
る
機
会
は
、
す
べ
て
の
人
に
提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
公
平
感
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
「
そ
う
し
た
個
人
の
生
き
方
を
相
互
に
尊
重
し
支
援
し
合
う
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
維
持
が
図
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
社
会
保
障
の
理
念
的
基
礎
で
あ
る
支
え
合
い
の
基
盤
が
維
持
さ
れ
、
回
復
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
真
の
意

味
で
社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
」（
二
一
八
頁
）。

二

菊
池
論
文
の
検
討

①
社
会
保
障
に
お
け
る
「
持
続
可
能
性
」

　
そ
も
そ
も
社
会
保
障
に
お
け
る
「
持
続
可
能
性
」
と
は
何
を
意
味
す
る
べ
き
な
の
か
。

　「
持
続
可
能
性
」
と
い
う
概
念
は
、
自
然
資
源
の
費
消
に
つ
い
て
警
告
し
、
開
発
の
在
り
方
を
再
検
討
す
る
も
の
と
し
て
登
場
し
て
き
た
。

自
然
資
源
は
、
国
家
、
企
業
が
あ
た
か
も
猛
獣
の
ご
と
先
を
争
い
、
何
の
見
境
も
な
く
収
奪
し
費
消
し
て
し
ま
う
。
化
石
燃
料
資
源
、
鉱
物
資

源
、
漁
業
資
源
、
林
業
資
源
な
ど
は
、
自
由
放
任
に
任
せ
て
収
奪
さ
れ
れ
ば
た
ち
ま
ち
枯
渇
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
暴
力
的
な
収
奪
に
規
制

を
加
え
制
限
を
課
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
。
こ
の
規
制
の
論
理
と
し
て
「
持
続
可
能
性
」
は
登
場
し
た
の
で
あ
り
、
ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト

（G
ro
H
arlem

B
rundtland
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に
お
い
て
定
式
化
さ

れ
た
と
い
え 

自
然
資
源
の
保
護
と
開
発
の
共
存
の
論
理
と
し
て
は
適
正
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
も
「
持
続
可
能
性
」
が
た
だ
ち
に
有
効
で
あ
る
、
あ
る
い
は
妥
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
社
会
保
障
で
は
社
会
保
障
給
付
を
収
奪
し
暴
力
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
社
会
保
障
は
基
本
的
に
は
国
民
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
給
付
が
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
と
無
関
係
に
給
付
が
収
奪
さ
れ
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
得
な
い
。

　
で
は
社
会
保
障
で
論
じ
ら
れ
る
べ
き
「
持
続
可
能
性
」
と
は
何
か
。
一
つ
は
社
会
保
障
の
財
政
的
不
安
定
さ
、
国
家
財
政
に
対
す
る
社
会
保

障
費
用
の
増
大
、
あ
る
い
は
社
会
保
障
給
付
資
源
の
枯
渇
の
危
惧
で
あ
る
。
い
わ
ば
給
付
側
の
「
持
続
可
能
性
」
の
問
題
と
い
え
る
。
年
金
財

政
の
破
綻
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
わ
が
国
で
社
会
保
障
の
「
持
続
可
能
性
」
が
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
専
ら
こ
の
局
面
で
あ
る
。

　
他
の
一
つ
は
、
社
会
保
障
給
付
が
利
用
者
の
生
活
保
障
と
し
て
「
持
続
可
能
」
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
社
会
保
障
は
生
活
保
障
の

手
段
で
あ
る
。
社
会
保
障
給
付
に
よ
っ
て
生
活
保
障
が
な
さ
れ
ね
ば
意
味
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
保
障
給
付
が
利
用
者
の
生
活
保
障
と

し
て
、
質
・
量
（
期
間
を
ふ
く
む
）
に
つ
い
て
十
分
で
あ
り
適
切
で
あ
る
か
が
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
給
付
の
質
・
量
、
水
準
が
利
用
者

の
自
立
生
活
を
保
障
で
き
る
か
で
あ
る
。
社
会
保
障
給
付
の
質
量
が
、
利
用
者
の
自
立
生
活
を
「
持
続
的
」
に
支
え
ら
れ
る
か
が
問
題
で
、
社

会
保
障
の
「
持
続
可
能
性
」
は
こ
の
側
面
か
ら
も
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
社
会
保
障
法
学
に
と
っ
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
は
、
む
し
ろ
こ
の

局
面
で
あ
る
。

　
社
会
保
障
の
「
持
続
可
能
性
」
の
第
一
の
局
面
、
す
な
わ
ち
社
会
保
障
の
財
政
的
「
持
続
可
能
性
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
法
学
と
し
て

は
論
じ
る
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
解
は
既
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
社
会
保
障
財
源
が
枯
渇
す
る
か
ど
う
か
は
、
受
給
者
や
利
用
者
の
生
活
保

障
と
は
無
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
受
給
す
べ
き
社
会
保
障
給
付
が
、
財
源
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
は
本
末
転
倒
の
議
論
で
あ
る
。

（
１
）
る
。
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憲
法
二
五
条
二
項
は
、
国
家
の
社
会
保
障
向
上
義
務
を
課
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
国
家
は
何
が
起
こ
ろ
う
と
も
社
会
保
障
制
度
を
維
持
す

る
責
務
が
あ
る
。
社
会
保
障
制
度
が
財
政
的
に
破
綻
す
る
危
険
が
あ
れ
ば
、
国
家
は
破
綻
を
回
避
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
採
ら
ね
ば
な

ら
な
い
。
具
体
的
に
は
税
の
投
入
で
あ
る
。
な
お
財
源
的
課
題
や
負
担
の
問
題
に
踏
み
込
め
な
い
「
憲
法
二
五
条
論
」
を
「
乗
り
越
え
」
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
論
調
が
あ
る
。
例
え
ば
、
西
村
淳
教
授
が
「
誰
が
負
担
し
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
受
給
の
権
利
を
得
る

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
点
で
乗
り
越
え
ら
れ
ね
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す 

し
か
し
憲
法

二
五
条
は
権
利
と
し
て
の
社
会
保
障
を
定
立
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
り
、
負
担
に
つ
い
て
は
射
程
外
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　
社
会
保
障
の
財
政
破
綻
を
回
避
す
る
た
め
に
、
利
用
者
、
受
給
者
に
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
る
の
は
完
全
な
筋
違
い
で
あ
る
。「
持
続
可
能
性
」

の
た
め
に
、
給
付
削
減
、
自
己
負
担
の
加
重
は
、
憲
法
二
五
条
二
項
の
国
家
責
任
の
放
棄
で
あ
る
。

　「
持
続
可
能
性
」
の
思
考
枠
組
み
が
社
会
保
障
の
財
政
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ
る
第
二
の
場
合
は
、〈
社
会
保
障
を
現
在
利
用
あ
る
い
は
受
給

す
る
こ
と
で
費
消
し
尽
く
し
て
し
ま
い
、
次
世
代
に
利
用
・
受
給
が
不
可
能
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
〉
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
そ

れ
は
「
公
平
」
と
い
う
軸
で
制
度
を
見
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
菊
池
論
文
は
「
公
平
」
の
視
点
で
現
在
の
制
度
の
評
価
と
将
来
あ
る
べ

き
姿
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
問
題
は
、〈
社
会
保
障
を
現
在
利
用
あ
る
い
は
受
給
す
る
こ
と
で
費
消
し
尽
く
し
て
し
ま
い
、
次
世
代
に
利
用
・
受
給
が
不
可
能
に
な
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
〉
と
い
う
文
脈
は
、
主
に
世
代
間
公
平
の
問
題
と
し
て
、
年
金
制
度
に
は
通
用
す
る
が
、
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

よ
う
な
現
物
給
付
に
は
な
じ
ま
な
い
考
え
方
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
年
金
基
金
を
現
在
の
世
代
に
費
消
し
尽
く
し
て
し
ま
え
ば
、
次
世
代

は
そ
の
恩
恵
を
被
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
賦
課
方
式
で
あ
っ
て
も
、
過
剰
な
保
険
料
拠
出
を
課
せ
ば
そ
の
世
代
は
、
年
金
受
給
以
前
に
破
綻
す

る
。
こ
の
意
味
で
年
金
制
度
に
お
い
て
「
持
続
可
能
性
」
を
論
じ
る
の
は
意
味
な
き
こ
と
で
は
な 

［
た
だ
し
単
な
る
給
付
削
減
、
保
険
料

（
２
）
る
。

（
３
）
い
。
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値
上
げ
を
「
持
続
可
能
性
」
と
僭
称
し
て
い
る
場
合
も
政
府
報
告
書
に
は
多
い
］
し
か
し
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
、
次
世
代
の
こ
と
を
考
慮

し
て
現
世
代
の
利
用
を
制
限
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
医
療
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
「
公
平
」
と
は
何
か
が
問
題
と
な
る
。

　
ま
た
「
持
続
可
能
性
」
は
、
本
来
枯
渇
す
る
可
能
性
の
あ
る
自
然
資
源
に
対
す
る
思
考
枠
組
み
で
あ
る
。
た
し
か
に
社
会
保
障
全
体
の
「
パ

イ
」
が
確
定
す
れ
ば
、「
持
続
可
能
性
」
は
そ
の
配
分
の
指
導
原
理
た
り
得
る
。
し
か
し
社
会
保
障
の
財
源
や
マ
ン
パ
ワ
ー
は
必
ず
し
も
有
限

で
は
な
く
、
国
民
的
合
意
が
あ
り
国
家
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
国
家
予
算
の
大
半
を
そ
こ
に
投
入
し
、
い
く
ら
で
も
増
殖
可
能
で
あ
る
。
国
家
、

国
民
の
意
思
で
い
く
ら
で
も
増
殖
で
き
る
も
の
を
、
あ
た
か
も
有
限
な
天
然
資
源
の
よ
う
に
論
じ
る
こ
と
は
適
正
な
の
か
。
こ
の
点
を
考
慮
し

て
か
菊
池
論
文
で
は
「
持
続
可
能
性
」
の
言
葉
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
社
会
保
障
の
給
付
に
関
す
る
「
持
続
可
能
性
」
の
側
面
で
問
題
と
な
る
の
は
、
社
会
保
障
給
付
が
利
用
者
の
生
活
保
障
と
し
て
「
持
続
可
能
」

で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
指
標
に
よ
り
評
価
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
で
あ
る
。

　
所
得
保
障
に
つ
い
て
は
、
基
礎
的
な
生
活
水
準
を
保
障
す
る
も
の
、
従
前
の
生
活
水
準
を
保
障
す
る
も
の
、
人
間
と
し
て
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

（decent

      
）
な
生
活
水
準
（
＝
健
康
で
文
化
的
な
最
低
水
準
）
を
保
障
す
る
も
の
で
、「
持
続
可
能
性
」
は
異
な
る
。
基
礎
的
な
生
活
水
準
を
保

障
す
る
も
の
は
、
最
低
賃
金
を
基
準
に
評
価
さ
れ
、
従
前
の
生
活
水
準
を
保
障
す
る
も
の
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
社
会
保
障
最
低
基
準
条
約
な
ど
を
考
慮

し
評
価
さ
れ
、
人
間
と
し
て
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
な
生
活
水
準
を
保
障
す
る
も
の
は
、
基
礎
的
な
生
活
水
準
に
接
近
し
、
国
民
の
大
多
数
の
享
受

す
る
標
準
的
生
活
を
送
れ
る
水
準
に
準
じ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
医
療
保
障
制
度
に
お
け
る
医
療
保
障
給
付
は
、
最
適
水
準
（
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
）
な
サ
ー
ビ
ス
が
持
続
的
に
給
付
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
に
関
し
て
は
、
標
準
的
な
自
立
生
活
が
保
障
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
持
続
的
に
保
障
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

医
療
保
障
給
付
と
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
に
関
し
て
は
、
も
し
自
己
負
担
が
要
求
さ
れ
る
場
合
、
自
己
負
担
に
よ
っ
て
持
続
的
受
給
が
阻
害
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さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
社
会
保
障
給
付
の
「
持
続
可
能
性
」
の
点
か
ら
容
認
さ
れ
な
い
。

②
菊
池
理
論
と
社
会
保
障
の
「
公
平
」（「
持
続
可
能
性
」）

　
菊
池
教
授
の
社
会
保
障
法
理
論
、
い
わ
ゆ
る
「
自
由
基
底
的
社
会
保
障
法
論
」
は
、
持
続
可
能
性
に
関
す
る
菊
池
論
文
で
も
当
然
に
展
開
さ

れ
て
い
る
。「
自
由
基
底
的
社
会
保
障
法
論
」
に
対
す
る
種
々
の
批
判
、
教
授
の
反
論
は
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な 

　
菊
池
教
授
が
論
文
中
で
指
摘
す
る
よ
う
に
「
社
会
的
包
摂
」
を
社
会
保
障
法
が
無
視
で
き
な
い
と
す
る
と
、「
自
由
基
底
的
社
会
保
障
法
論
」

や
教
授
の
「
開
か
れ
た
社
会
保
障
法
」
論
は
、
あ
る
種
の
説
得
力
や
有
効
性
を
も
つ
。
た
だ
し
「
社
会
的
包
摂
」
は
あ
る
種
の
隠
蔽
の
言
葉
で

あ
り
、
排
除
す
る
・
排
斥
側
の
責
任
は
不
問
と
す
る
。
社
会
保
障
は
一
般
的
に
要
保
障
事
故
発
生
の
原
因
は
不
問
と
す
る
が
、
社
会
保
障
が
個

人
や
企
業
の
「
犯
罪
」
の
後
始
末
に
駆
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
疑
問
な
し
と
は
し
な
い
。

　
ま
た
「
包
摂
」
は
無
限
に
拡
大
す
る
可
能
性
あ
る
い
は
社
会
保
障
の
範
囲
が
溶
解
す
る
危
惧
が
あ
る
。

③
生
存
権
論
に
つ
い
て

　
菊
池
教
授
は
生
存
権
（
論
）
に
つ
い
て
「
従
来
生
存
権
理
念
の
下
で
想
定
さ
れ
て
き
た
国
家
と
個
人
（
市
民
）
の
関
係
は
、
と
も
す
れ
ば
後

者
が
前
者
に
よ
っ
て
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
保
護
さ
れ
る
「
客
体
」
と
し
て
の
捉
え
方
で
あ
っ
た
。
典
型
的
に
は
、
貧
困
者
・
生
活
困
窮

者
、
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
の
「
社
会
的
弱
者
」
が
こ
う
し
た
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
」（
二
〇
三
頁
）
と
し
、
し
か
し
、

「
今
日
的
に
は
、
こ
う
し
た
人
々
も
含
め
、
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
個
人
（
市
民
）
を
、
拠
出
（
負
担
）
義
務
を
負
い
給
付
を
受
け
得
る
積

極
的
能
動
的
な
権
利
義
務
の
「
主
体
」
と
し
て
捉
え
る
必
要
性
」
が
高
ま
っ
て
い
る
。
国
家
に
よ
る
保
護
の
側
面
を
重
視
す
る
の
で
は
な
く
、

（
４
）
い
。
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個
人
を
中
心
に
据
え
、
そ
の
自
立
（
自
律
）
支
援
の
た
め
の
社
会
保
障
（
す
な
わ
ち
国
家
な
ど
の
公
的
主
体
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
）
と
い
う
捉
え

方
が
必
要
で
あ
る
」（
二
〇
三
頁
）
と
す
る
。

　
し
か
し
憲
法
二
五
条
は
本
来
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
社
会
保
障
給
付
の
受
給
者
が
、
保
護
の
単
な
る
客
体
と
し
な
い
た
め
に
こ
そ

「
権
利
」
の
文
言
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
木
下
秀
雄
教
授
は
「
生
存
権
理
念
を
最
低
生
活
保
障
に
か
か
わ
る
も
の
で
し
か
な
い
と
限

定
的
に
理
解
す
る
必
要
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
が
、
正
当
な
指
摘
で
あ 

　
菊
池
教
授
の
生
存
権
論
批
判
が
対
象
と
す
る
の
は
、
生
存
権
が
惹
起
し
た
現
象
で
は
な
く
、
政
府
・
行
政
に
よ
っ
て
国
民
に
押
し
つ
け
ら
れ

て
き
た
解
釈
で
あ
り
、
生
存
権
自
体
か
ら
当
然
に
生
じ
た
事
態
で
は
な
い
。

④
菊
池
〈
法
主
体
〉
論
と
社
会
保
障
の
「
公
平
」（「
持
続
可
能
性
」）

　
菊
池
〈
法
主
体
〉
論
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
社
会
保
障
法
学
の
〈
法
主
体
〉
の
捉
え
方
は
、
憲
法
二
五
条
に
拘
泥
し
た
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ク

な
人
間
像
で
、「
社
会
的
弱
者
」
と
し
て
決
め
つ
け
る
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
に
陥
っ
て
い
る
と
す
る
。
し
か
し
例
え
ば
今
日
で
は
医
療
技
術
や
社
会

経
済
の
発
展
と
と
も
に
健
康
寿
命
が
延
び
、
と
く
に
前
期
高
齢
者
の
中
に
は
健
康
な
者
（
元
気
高
齢
者
）
も
多
数
い
る
。「
こ
う
し
た
中
で
は
、

高
齢
者
を
一
律
に
弱
者
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
担
い
手
・
支
え
手
と
し
て
の
側
面
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に
高

齢
者
へ
の
負
担
・
負
荷
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
多
く
の
高
齢
者
自
身
の
自
立
（
自
律
）
の
支
援
、
主
体
性
の
発
揮
を
通
じ
て
自
立
的
生
の

確
保
に
も
つ
な
が
る
」（
二
一
一
頁
）
と
す
る
。

　
菊
池
〈
法
主
体
〉
論
は
、
個
人
は
社
会
保
障
の
受
け
手
で
あ
る
と
同
時
に
社
会
の
担
い
手
・
支
え
手
と
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

　
し
か
し
現
実
に
、
例
え
ば
高
齢
者
に
そ
れ
な
り
の
社
会
保
障
の
負
担
を
要
求
し
、
自
己
負
担
を
増
加
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
を
「
社
会
参
加
」
で

（
５
）
る
。
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あ
る
と
積
極
的
に
と
ら
え
る
当
事
者
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
菊
池
教
授
の
所
論
が
成
立
す
る
に
は
現
実
の
日
本
社
会
で
は
そ
の
前
提

を
欠
く
と
言
え
る
。
教
授
が
指
摘
す
る
「
誰
も
が
痛
み
を
分
か
ち
合
う
納
得
性
の
高
い
制
度
改
革
」（
二
一
五
頁
）
に
は
到
底
な
っ
て
い
な
い
。

　
ま
た
何
故
、
社
会
保
障
の
受
給
者
が
同
時
に
「
社
会
の
担
い
手
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
も
そ
も
社
会
保
障
は
「
バ
ー
タ
ー
」
を

要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
受
給
だ
け
す
る
、
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
望
ま
な
い
者
で
も
、
そ
れ
は
ま
さ
に
「
主
体
的
な
生
の
選
択
」

で
あ
る
。
保
護
の
「
客
体
」
で
あ
ろ
う
と
、「
弱
い
高
齢
者
」
で
あ
ろ
う
と
、
当
人
の
自
己
決
定
を
尊
重
す
れ
ば
「
主
体
的
な
生
の
選
択
」
は

可
能
で
あ
る
。
も
し
受
け
手
あ
る
と
同
時
に
担
い
手
・
支
え
手
で
あ
る
べ
き
と
い
う
論
理
を
貫
徹
す
る
な
ら
ば
、「
現
役
世
代
」
と
い
う
区
分

を
ま
ず
捨
て
て
論
理
を
組
み
立
て
な
お
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
菊
池
教
授
が
「
公
平
」
に
焦
点
を
当
て
た
論
理
の
運
び
が
、
菊
池
〈
法
主
体
〉
論
を
過
度
に
強
調
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

⑤
社
会
保
障
の
要
保
障
事
故
の
拡
大

　
菊
池
論
文
で
は
持
続
可
能
社
会
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
が
、
要
保
障
事
故
、
あ
る
い
は
社
会
保
障
の
守
備
範
囲
の
拡
大
も
提
起
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
「
開
か
れ
た
社
会
保
障
法
」
と
い
う
菊
池
教
授
の
主
張
の
展
開
で
あ 

　
例
え
ば
「
個
々
人
の
ニ
ー
ド
に
合
わ
せ
た
個
別
的
福
祉
的
支
援
と
い
う
方
向
性
は
、
単
に
貧
困
者
や
生
活
困
窮
者
に
の
み
妥
当
す
る
に
と
ど

ま
ら
な
い
」（
二
一
四
頁
）
と
す
る
。
虐
待
、
ニ
ー
ト
、
福
祉
対
象
者
、
矯
正
施
設
出
所
者
、
な
ど
が
そ
の
対
象
と
な
る
。「
き
め
細
か
な
社
会

と
の
つ
な
が
り
支
援
と
い
う
視
点
は
、
一
定
の
人
的
・
経
済
的
コ
ス
ト
を
か
け
て
も
、
福
祉
国
家
の
現
代
的
な
到
達
点
と
し
て
、
今
後
、
さ
ら

に
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。」（
二
一
四
頁
）
と
い
う
。
社
会
保
障
が
「
社
会
的
包
摂
」
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
吸
収
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ

（
６
）
る
。
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う
な
拡
大
も
首
肯
で
き
よ
う
。
行
動
支
援
、
ジ
ョ
ッ
ブ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
も
そ
の
具
体
的
展
開
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、「
ひ
き
こ
も
り
」
や
「
ニ
ー
ト
」

が
そ
れ
だ
け
で
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。「
ひ
き
こ
も
り
」
も
「
ニ
ー
ト
」
も
特
段
の
公
序
良
俗
に
反
す
る
行
為
で

は
な
い
。
困
難
に
直
面
し
て
い
る
家
族
へ
の
支
援
は
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
本
人
が
支
援
を
求
め
た
り
、
客
観
的
に
精
神
障
害
福
祉
の
ニ
ー
ズ
を

も
っ
て
い
る
な
ど
の
場
合
を
除
け
ば
、
当
然
に
は
、
社
会
保
障
の
支
援
対
象
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
低
賃
金
労
働
者
・
失
業
者
の
自
立
支
援
に
関
し
て
も
、
将
来
的
に
も
正
規
・
非
正
規
と
い
う
雇
用
の
二
極
化
は
避
け
ら
れ
ず
、「
も
は

や
雇
用
の
二
極
化
を
前
提
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
た
場
合
、
可
能
な
範
囲
で
雇
用
労
働
を
軸
と
し
な
が
ら
も
、
社
会
保
障
制
度
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
全
体
と
し
て
生
活
保
障
を
図
る
と
の
視
点
が
欠
か
せ
な
い
」（
二
〇
七
頁
）
と
菊
池
教
授
は
論
じ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
就
労
し
て

賃
金
を
得
て
い
て
も
条
件
に
よ
っ
て
社
会
保
障
に
よ
る
生
活
支
援
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
社
会
保
障
の
介
在
の
契

機
は
何
か
が
問
題
と
な
る
。
社
会
保
障
は
資
本
側
の
低
賃
金
の
「
肩
代
わ
り
」
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
方
向
は
、
現
代
版
ス
ピ
ー
ム
ラ
ン
ド

制
の
登
場
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
菊
池
教
授
、
島
田
陽
一
教
授
の
い
わ
ゆ
る
「
生
活
保
障
法
論
」
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ 

⑥
社
会
保
障
の
給
付
主
体
の
多
様
化

　
社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
（
＝
公
平
性
）
を
確
保
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
要
な
時
間
・
空
間
に
必
要
な
社
会
保
障
給
付
を
配
給
で
き
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
社
会
保
障
の
給
付
主
体
の
多
様
化
が
論
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
と
き
に
は
そ
れ
が
公
・
私
の
役
割
分
担
の
問
題
と

な
る
こ
と
も
あ
る
。
古
典
的
な
社
会
保
障
法
理
論
で
も
、「
最
終
的
な
責
任
」
を
国
家
（
＝
公
）
が
担
う
べ
き
と
さ
れ
て
お
り
、
民
間
へ
の
委

託
も
可
能
と
さ
れ
た
。

（
７
）
る
。
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菊
池
論
文
で
注
目
す
べ
き
は
、
私
的
年
金
制
度
の
役
割
の
評
価
で
あ
る
。
菊
池
教
授
は
〈
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
本
格
発
動
な
ど
に
よ
る

公
的
年
金
給
付
水
準
の
低
下
は
不
可
避
で
、
将
来
的
に
、
企
業
年
金
な
ど
私
的
所
得
保
障
制
度
の
役
割
に
期
待
さ
れ
る
場
面
が
増
大
す
る
。
こ

の
点
で
、
中
小
企
業
被
用
者
や
自
営
業
者
等
も
含
め
た
普
遍
的
な
私
的
年
金
制
度
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
〉
と
す
る
（
二
一
二
頁
）。
こ
こ
で

な
ぜ
公
的
年
金
の
こ
れ
以
上
の
質
的
拡
充
が
で
き
な
い
の
か
、
そ
し
て
「
普
遍
的
な
私
的
年
金
制
度
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
る

の
か
、
と
い
う
二
点
の
疑
問
が
生
じ
る
。
少
子
高
齢
社
会
の
下
で
、
賦
課
方
式
の
公
的
年
金
制
度
を
維
持
し
た
場
合
、「
普
遍
的
な
私
的
年
金
」

を
充
実
さ
せ
る
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
オ
バ
マ
・
ケ
ア
」
の
よ
う
に
国
民
に
開
放
さ
れ
た
制
度
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
な
の
か
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
よ
う
に
個
人
口
座
を
強
制
す
る
こ
と
な
の
か
。
さ
ら
に
「
普
遍
的
な
私
的
年
金
制
度
」
と
憲
法
二
五
条
と
の
整
合
性
は
論
じ
る
必
要
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
地
方
自
治
体
に
よ
る
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
供
給
に
つ
い
て
の
菊
池
教
授
の
見
解
に
は
、
説
明
を
要
す
る
の
で
は
な
い
か
。
教
授
は
、
自

治
体
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
委
ね
、
地
域
社
会
で
支
え
る
と
い
う
方
向
性
を
持
つ
二
〇
一
四
年
の
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
改
正
を
基
本
的

に
支
持
さ
れ
る
（
二
一
二
頁
）。
さ
ら
に
社
会
的
包
摂
の
観
点
か
ら
、
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
福
祉
的
支
援
が
基
礎
自
治
体
で
な
さ
れ
る

必
要
が
あ
り
、
こ
の
点
で
、
憲
法
二
五
条
で
国
家
に
保
障
義
務
が
あ
る
と
は
い
え
「
一
定
程
度
自
治
体
ご
と
の
力
量
の
差
が
出
て
こ
ざ
る
を
得

な
い
」（
二
一
四
頁
）
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
あ
れ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
あ
る
い
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
設
定
さ
れ

る
べ
き
で
あ 

問
題
は
自
治
体
ご
と
の
「
力
量
の
差
」
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
福
祉
的
支
援
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
は
何
な
の
か
で
あ
る
。

　
な
お
論
文
全
体
を
通
し
て
、
社
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
と
再
結
束
の
精
神
主
義
的
な
強
調
と
も
と
ら
れ
か
ね
な
い
記
述
や
、
社
会
保
障

に
対
す
る
国
民
の
不
信
に
行
政
の
責
任
が
全
く
な
い
と
も
取
れ
る
記
述
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
、
若
干
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
８
）
る
。
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三
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
菊
池
論
文
は
、
持
続
可
能
性
と
社
会
保
障
法
と
い
う
極
め
て
難
題
を
手
堅
く
論
じ
て
お
り
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
で
は
「
持
続
可
能
性
」
は
半
世
紀
後
に
社
会
保
障
法
制
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
「
持
続
可
能
性
」
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
気
候
変
動
（clim

ate
change

    
          
）
と
の
関
連
で
あ
ろ
う
。
気
候
変
動
、
具
体
的
に
は
気
候
過
激
化
（
温
暖
化
）
に
よ
る

激
甚
災
害
の
多
発
、
農
作
物
の
凶
作
、
食
糧
品
価
格
の
高
騰
、
飢
饉
、
感
染
症
の
蔓
延
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
の
壊
滅
、
こ
れ
ら
は
社
会
の
一
番

脆
弱
な
（vulnerable

          
）
層
を
襲 

社
会
保
障
は
予
期
せ
ぬ
受
給
者
の
増
大
に
直
面
す
る
。
万
が
一
、
わ
が
国
が
こ
の
気
候
変
動
の
直
接
的

打
撃
か
ら
一
時
的
に
免
れ
た
と
し
て
も
、
気
候
過
激
化
か
ら
生
じ
る
「
難
民
」
と
社
会
保
障
法
と
い
う
課
題
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
よ
り
現
実
的
な
課
題
は
、「
持
続
可
能
性
」
が
も
た
ら
す
就
労
・
労
働
の
変
貌
に
、
社
会
保
障
法
が
い
か
に
対
応
す
る
か
─
で
あ
ろ
う
。
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、「
持
続
可
能
な
発
展
」
の
要
請
な
ど
か
ら
労
働
法
の
変
容
は
不
可
避
で
あ
る
。
と
に
も
か
く
に
も
商
品
を
生
産
す
る
こ
と

そ
れ
自
体
は
是
と
し
、
そ
の
過
程
を
よ
り
人
間
ら
し
い
も
の
と
す
る
こ
と
に
努
力
し
て
き
た
労
働
法
理
は
、
一
国
に
お
け
る
生
産
そ
れ
自
体
が

他
国
（
と
り
わ
け
発
展
途
上
国
）
の
労
働
者
、
住
民
、
先
住
民
の
安
全
な
生
活
や
地
球
環
境
を
危
機
に
追
い
や
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
現

代
に
お
い
て
は
、
一
定
の
反
省
を
迫
ら
れ
る
。
さ
ら
に
水
銀
製
造
や
原
発
労
働
と
い
っ
た
一
定
の
労
働
は
禁
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な 

雇
用
形

態
の
変
貌
、
あ
る
い
は
雇
用
の
消
滅
と
い
う
事
態
に
、
雇
用
に
基
盤
を
お
く
ビ
ス
マ
ル
ク
型
社
会
保
険
は
そ
の
基
盤
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
課
題
に
い
か
な
る
対
応
が
可
能
な
の
か
。

（
１
）　
例
え
ば
『
最
終
報
告
書
』
の
第
四
九
項
で
は
「
持
続
可
能
な
開
発
は
、
将
来
の
ニ
ー
ズ
と
目
標
（aspirations

           
）
を
充
足
す
る
可
能
性
を
阻
害
す
る

（
９
）
う
。

（

）
１０い
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こ
と
な
く
、
現
在
の
ニ
ー
ズ
と
目
標
を
充
足
す
る
こ
と
を
追
究
す
る
」
と
記
述
し
て
い
る
。

（
２
）　
西
村
淳
『
所
得
保
障
の
法
的
構
造
─
英
豪
両
国
の
年
金
と
生
活
保
護
の
制
度
史
と
法
理
念
』
信
山
社
（
二
〇
一
三
年
）
二
〇
六
頁
。
本
書
の
書
評
と

し
て
、
山
田
晋
・
学
会
誌
・
社
会
保
障
法
三
〇
号
（
二
〇
一
五
年
）
な
ど
。

（
３
）　
例
え
ば
、D

onoghyun
Park

ed.,
 
                   Pension

System
s
in
E
ast
and
Southeas

              
      
                t

A
sia:Prom

oting
Fairness

and
Susut

   
         
                        ainabilit

         y  ,A
sian

D
evel-

   
      
     

opm
ent
B
ank,2012.

   
     
          
。

（
４
）　
近
時
の
文
献
と
し
て
、
例
え
ば
、
木
下
秀
雄
「
井
上
社
会
保
障
法
論
に
つ
い
て
─
生
存
権
議
論
と
の
関
連
」
矢
嶋
里
絵
・
田
中
明
彦
・
石
田
道
彦
・

高
田
清
恵
・
鈴
木
靜
編
『
人
権
と
し
て
の
社
会
保
障
　
人
間
の
尊
厳
と
住
み
続
け
る
権
利
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
三
年
）
所
収
。

（
５
）　
木
下
秀
雄
「
生
存
権
論
の
検
討
」
矢
野
昌
浩
・
脇
田
滋
・
木
下
秀
雄
編
『
雇
用
社
会
の
危
機
と
労
働
・
社
会
保
障
の
展
望
』（
二
〇
一
七
年
）
所
収
。

（
６
）　
菊
池
馨
実
「
新
し
い
社
会
保
障
法
の
構
築
に
向
け
た
一
試
論
」
小
宮
文
人
［
ほ
か
］
編
『
社
会
法
の
再
構
築
』
旬
報
社
（
二
〇
一
一
年
）
所
収
。

（
７
）　
島
田
陽
一
「
貧
困
と
生
活
保
障
─
労
働
法
学
の
視
点
か
ら
」
学
会
誌
・
労
働
法
一
二
二
号
（
二
〇
一
三
年
）、
菊
池
馨
実
「
貧
困
と
生
活
保
障
─
社

会
保
障
法
学
の
観
点
か
ら
」
学
会
誌
・
労
働
法
一
二
二
号
（
二
〇
一
三
年
）、
島
田
陽
一
「
こ
れ
か
ら
の
生
活
保
障
と
労
働
法
学
の
課
題
─
─
生
活
保

障
法
の
提
唱
」
根
本
到
・
奥
田
香
子
・
緒
方
桂
子
・
米
津
孝
司
編
『
労
働
法
と
現
代
法
の
理
論
　
西
谷
敏
先
生
古
稀
記
念
論
集
　
上
』
日
本
評
論
社
（
二

〇
一
三
年
）
所
収
。

（
８
）　
原
田
啓
一
郎
「
サ
ー
ビ
ス
保
障
法
制
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
」
日
本
社
会
保
障
法
学
会
編
『
新
・
社
会
保
障
法
講
座
第
３
巻
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ

マ
ム
の
再
構
築
』
法
律
文
化
社
（
二
〇
一
二
年
）
所
収
、
参
照
。

（
９
）　U

N
D
P,

 
 
 
   H

um
an
D
evelopm

ent
R
eport

2014–
Susta

 
  
    
       
     
                 ining

H
um
an
Progress:R

educing
Vulne

       
  
              
         
    rabilities

and
building

R
esilienc

                         
        e  ,U

N
D
P,

   
 
 
   

2014,p.54.

            
は
、
経
済
的
衝
撃
、
社
会
的
衝
撃
だ
け
で
な
く
環
境
的
打
撃
が
人
々
の
生
活
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
ち
、
人
間
の
発
展
の
鍵
で
あ

る
と
指
摘
す
る
。
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
多
様
な
問
題
に
つ
い
て
は
、D

orte
V
erner

ed.,
 
      
           R

educing
Poverty,Protecting

Livelih

 
                                   oods,and

B
uild

           
    -  

ing
A
ssets

in
a
C
hanging

C
lim
at

     
            
         
   
  e  ,W

ord
B
ank,2010,

   
     
           
参
照
。

（
　
）　
二
〇
一
三
年
の
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」（M

inam
ata
C
onvention

on
M
ercury

 
    
     
              
      
）
三
条
三
項
は
、
今
後
の
水
銀
の
一
次
採
掘
を
禁
止
し
て

１０
い
る
。

─　　─

＜

論
　
　
説＞

修
道
法
学
　
四
〇
巻
　
二
号

（
　
　
　
）

─　　─76

六
三
七

四
二
三




